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本研究は,植物の発⽣や⽣⻑,分化などの様々な過程に広く関係し,環境の光情報を植物に伝える重要な役割をしている「⾚・近⾚外光可逆的発⽣」の本質を担ってい
る⾊素タンパク質-フィトクロムの構造と機能を明らかにすることを⽬的として,その⾊素成分であるフィトクロモビリンならびに光ラベル化部位を導⼊した誘導体
の⾼効率・⾼選択的な合成⼿法の開発を試み,以下のような成果を挙げた。 
1.昨年度に引き続き,異なる四種のピロール誘導体,A,B,C及びD環のさらに新しい合成法ならびに,それらの新規カップリング反応を開発した。 
2.昨年度⾒出した2-トシルピロール誘導体のトシル基の酸性条件下における5位への転位反応について詳細に検討し,反応機構を含め,種々の新規な知⾒を得た。 
3.上記の転位反応を光ラベリング基を有するピロリノン誘導体(D環)の合成に適⽤し,D環の3,4位に任意の置換基を導⼊する⾼効率・⾼選択的合成⼿法を開発し
た。また,それらのC環とのカップリング反応にも成功した。 
今後,⾊素部分の構造変換による機能の変化や,アポタンパク質と⾊素部分との相対的位置関係や相互作⽤などの解明,更に光合成系遺伝⼦発現・調節機構の解明な
ど,この分野を⾶躍的に発展させるために,種々のフィコビリン誘導体の合成研究を⾏う予定である。
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